
 
平成 23 年 3 月 25 日 

各 位 

上場会社名    株式会社アドバネクス 
代表者      代表取締役会長兼社長 加藤 雄一 
（コード番号   5998） 
問合せ先責任者  取締役業務管理本部長 大野 俊也 
（TEL．     03－3822－5865） 

      
 

子会社における特別損失の発生に関するお知らせ 
 

  

 当社子会社である株式会社ストロベリーコーポレーションは、平成 23 年 3 月期における特別損

失の発生について公表するとともに、当該特別損失や最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 10 月 29

日に公表した平成 23 年 3 月期通期業績予想につき、別紙のとおり修正いたしましたのでお知らせ

いたします。これに伴い、同社は平成 23 年 3 月決算期末において債務超過の状態になる見込みと

なりましたので、併せてお知らせいたします。 

なお、当社の業績予想につきましては、本日別途開示しております「特別損失の発生及び業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

以上 



平成23年3月25日 

各 位 

          会 社 名   株式会社ストロベリーコーポレーション 
          代 表 者 名  代表取締役社長  加藤 毅 

           （JASDAQ･コード 3429） 
問 合 せ 先  取締役経営管理部長 中込 巡 

        TEL：03-5953-5115 
 

特別損失の発生及び通期業績予想の修正、 
債務超過の見込みに関するお知らせ 

 

  

 当社は、平成23年3月期において、特別損失を計上する見込みとなりましたので、お知らせいたします。

また、平成22年10月29日に公表した平成23年3月期通期業績予想を下記の通り修正するとともに、債務超

過の見込みについてお知らせいたします。 

 

記 

 

  

１．特別損失の発生及びその内容 

 

  平成22年10月29日に平成23年3月期第2四半期累計期間において事業構造改善費用が345百万円発生

する旨お知らせしましたが、その後連結子会社である喜多倍利精密部件(広州)有限公司広州工場の縮小に際

し中国地方政府との調整に時間を要したこともあり、同工場の生産移管過程が長引いたこと等により、当初

の想定を上回る不良性の在庫が発生しました。その結果、棚卸資産に対する期末評価減102百万円、固定資

産の減損103百万円、その他生産移管にかかわる費用等54百万円をそれぞれ特別損失として計上いたしま

す。 

 

 

２．平成23年3月期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日）   
                   （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 
百万円 

2,300 
百万円 

△830 

百万円 

△880 

百万円 

△1,290 

円 銭 

△31,963.13 

今 回 発 表 予 想 （ B ） 2,400 △960 △1,030 △1,670 △41,378.63 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 100 △130 △150 △380 - 

増 減 率            （％） 1.0 － － － - 

（ご参考）前期実績 

（ 平 成 2 2 年 3 月 期 ） 
3,237 △671 △696 △697 △17,279.96 

 
修正の理由 

主として携帯電話向け事業において、価格競争が激化する一方、技術難易度が高まり品質問題の発生が

増加しその対応のコストも加わり営業利益が前回予想を下回る見通しです。また、第 3 四半期より事業体

制の再編に取り組み、さらなる経営合理化を推進しておりますが、連結子会社である喜多倍利精密部件(広

州)有限公司広州工場の縮小に際し中国地方政府との調整に時間を要したこともあり、同工場の生産移管が

当初計画より遅れ、コストの増加を招いております。この結果、事業構造改善費用等の特別損失が増加し、



当社グループの連結業績が計画を下回る見込みでありますので、上記２．のとおり、平成23年3月期連結

通期業績予想値を修正いたします。 

 
３．債務超過の見込み 
  上記の通り、特別損失を計上する結果、当社は、平成23年3月期期末において、約270百万円の債務超
過に陥っている可能性が高まりました。 

 
以上 

 

＊ 上記の業績予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因により業績予想とは異なる結果となる可能性があります。 
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